
 

 

 

［高甫小学校 5年 田村 咲さん］ 

捨て犬未来と捨てネコ未来 

捨てられて、殺処分される犬やネコの数を

へらそうと、インターネットのサイトを通

じて飼い主をさがして、幸せな犬・ネコを

ふやそうとする活動に、おどろきました。

毎年殺処分される犬やネコは 16 万匹に

もなることが分かりました。子ネコの時は

かわいかったけど、大人になったらかわい

くなくなった、もう飼えなくなった。飼え

なかったら仕方ないと、人間のかっ手な都

合にふりまわされて、殺処分される犬やネ

コがへればいいなと思いました。



 

 

［高甫小学校 5年 山浦 僚介さん］ 

迷宮ヶ丘三丁目 消失ゲーム 

この本のおもしろさは、本当ではありえな

いお話があることです。とっても大きなお

ばあさんやまじょなどでてきておもしろ

いです。こわい所もあるのでおもしろいで

す。その中でおもしろくてこわかったお話

は「消失ゲーム」です。学校で遠足にいく

ことになって、いくところは、市内の中で

すきな所を見学していいことになって班

で決めていたら女子2人が「ここがいい」

と言ってケンカになってしまって前にい

た子が「一消し」といったら 2 人が消え

てしまいました。他の子は気づいてなくて

しゃべっていました。人を消してしまった

ので本当ではありえないお話でこわかっ

たです。



 

 

 

［高甫小学校 5年 齊藤 日向さん］ 

坊っちゃん 

この本は、主人公の夏目漱石は、子供のこ

ろ、学校の二階に飛びおりたり、ナイフで

指を切ったりしていました。主人公は、そ

の事に立ち向かっていく事の本です。中学

のころ、1年で200円しか使えないので、

主人公は、何をどう使っていくのか分から

ないので、そこにも苦ろうがあると感じま

した。また、台所で、宙返りをし、かまど

の角にあばら骨が当たり、そうとう痛いの

で、母におこられました。夏目さんは、そ

こに対する気持ちが一そう感じられまし

た。その時貧乏なのに生きていけたのが、

すごいと思いました。



 

［高甫小学校 5年 広瀬 大起さん］ 

迷宮ヶ丘 ～四丁目～ 

この本は、ドキドキしたりたまに笑える本

で見ててとても楽しいし、面白いです。あ

の世の世界等所ゆる、すい理系です。最初

はドキドキ、最後は泣けるようなストーリー

だから楽しい、面白いと思いました。その

本の一つのお話をしょうかいしたいと思

います。見ていたドラマが「呪いの枕」と

いうドラマで、ナミコが「こんなドラマう

そよ！」といってテレビを消した。ねると

き、いやな夢を見た。多分そのドラマをバ

カにしたからであろう。翌日、女の子を見

かけた。その女の子は、ナミコと同じ枕を

持っていた・・・。続きは本で読んでみて

下さい。他のシリーズもあるので読んでみ

て下さい。

 


